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新
興
技
術
で
揺
ら
ぐ
核
抑
止
力

ケ
ネ
ディ
の
予
言
、
再
び

　

新
興
技
術
の
進
展
で
、
近
い
将
来
、
海
が
「
透
明
」
に
な
る
時
代

が
到
来
す
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
潜
水
艦
の
居
場
所
が
丸
裸
に
さ
れ
て

撃
沈
さ
れ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
戦
略
原
潜
を
無
敵
艦
隊
と
位
置

づ
け
、
戦
略
核
兵
器
の
半
分
以
上
を
配
備
す
る
米
国
、
8
割
を
配
備

す
る
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
、
す
べ
て
の
核
戦
力
を
原
潜
に
配
備
中
の

英
国
は
、
核
戦
略
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
ロ
シ
ア
と
中
国
は
、
潜
水
艦
の
分
野
で
は
米
国
に
劣
後
し

て
い
る
と
認
識
し
、
欧
米
と
は
対
照
的
に
陸
上
配
備
の
大
陸
間
弾
道

ミ
サ
イ
ル
（
I
C
B
M
）
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。

I
C
B
M
開
発
競
争

　

広
島
、
長
崎
に
原
爆
を
投
下
し
た
の
が
B
29
爆
撃
機
だ
っ
た
よ
う

に
、
核
兵
器
の
運
搬
役
は
当
初
、
戦
略
爆
撃
機
が
担
っ
て
い
た
。
ド

イ
ツ
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
世
界
初
の
巡
航
ミ
サ
イ
ル
V
1
と
、
弾

道
ミ
サ
イ
ル
V
2
を
開
発
し
て
実
戦
に
使
用
し
た
が
、
米
ソ
両
国
に

は
そ
う
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
が
無
か
っ
た
か
ら
だ
。
両
国
は
戦
後
、
い
ず

れ
も
ド
イ
ツ
人
技
術
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
開
発
を
急
ぐ
。

　

先
行
し
た
の
は
ソ
連
だ
っ
た
。
戦
略
爆
撃
機
で
米
国
に
後
れ
を

I
C
B
M
対
S
L
B
M

第7回

会あ
い

川か
わ

　
晴は

る

之ゆ
き

（
毎
日
新
聞
客
員
編
集
委
員
）
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と
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
開
発
を
後
押
し
し
た
。

1
9
5
7
年
5
月
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
バ
イ
コ
ヌ
ル
基
地
か
ら
R
7

ロ
ケ
ッ
ト
を
使
う
世
界
初
の
I
C
B
M
打
ち
上
げ
実
験
を
試
み
た
。

だ
が
、実
験
は
3
回
連
続
で
失
敗
す
る
。
原
因
は
燃
料
漏
れ
だ
っ
た
。

初
成
功
は
4
回
目
と
な
る
8
月
21
日
で
、
ミ
サ
イ
ル
の
飛
距
離
は
大

陸
横
断
レ
ベ
ル
の
約
6
0
0
0
㌔
に
達
し
た
。

　

ソ
連
は
こ
の
R
7
ロ
ケ
ッ
ト
を
改
造
し
て
10
月
4
日
に
は
世
界
初

の
人
工
衛
星
「
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
」
の
打
ち
上
げ
に
も
成
功
す
る
。
世

界
が
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
・
シ
ョ
ッ
ク
に
揺
れ
た
。
中
で
も
最
も
深
刻
な

打
撃
を
受
け
た
の
は
西
欧
だ
っ
た
。
ソ
連
が
米
国
を
ミ
サ
イ
ル
で
核

攻
撃
で
き
る
能
力
を
得
た
こ
と
で
、
有
事
の
際
の
米
国
の
対
応
に
変

化
が
出
る
と
欧
州
は
読
ん
だ
。
後
に
ド
ゴ
ー
ル
仏
大
統
領
が
、
ケ
ネ

デ
ィ
米
大
統
領
に
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
捨
て
て
で
も
パ
リ
を
守
る
覚

悟
が
あ
る
の
か
」
と
問
い
た
だ
し
た
よ
う
に
、
ソ
連
が
侵
攻
し
た
場

合
、
米
国
が
欧
州
を
守
ら
な
い
可
能
性
が
浮
上
す
る
。
欧
州
は
安
全

保
障
体
制
を
根
本
か
ら
立
て
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

　

こ
の
前
年
の
56
年
に
は
ス
エ
ズ
動
乱
が
あ
り
、
米
欧
関
係
が
ぎ
く

し
ゃ
く
し
て
い
た
時
期
と
も
重
な
っ
て
い
た
。
ス
エ
ズ
動
乱
の
際
、

米
国
は
同
盟
関
係
に
あ
る
英
仏
で
は
な
く
、
敵
側
の
ソ
連
に
同
調
し

た
。
欧
州
は
こ
れ
を
「
裏
切
り
」
と
捉
え
た
。

　

米
国
は
欧
州
と
の
関
係
改
善
を
図
ろ
う
と
、
シ
ョ
ッ
ク
発
生
か
ら

2
年
後
の
59
年
、
空
軍
が
開
発
し
た
飛
距
離
約
2
6
0
0
㌔
の
中
距

離
核
ミ
サ
イ
ル
（
M
R
B
M
）「
ソ
ー
」
を
英
国
に
配
備
す
る
。
さ

ら
に
、
陸
軍
が
開
発
し
た
中
距
離
核
ミ
サ
イ
ル
「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」
を

イ
タ
リ
ア
と
ト
ル
コ
に
そ
れ
ぞ
れ
配
備
し
た
。
い
ず
れ
の
核
ミ
サ
イ

ル
も
、
モ
ス
ク
ワ
を
射
程
内
に
収
め
る
。
米
国
は
58
年
4
月
、
ま
っ

先
に
フ
ラ
ン
ス
に
ジ
ュ
ピ
タ
ー
配
備
を
打
診
し
た
が
、
ド
ゴ
ー
ル
氏

が
断
っ
た
と
い
う
逸
話
も
残
る
。

　

米
国
は
ソ
連
に
対
抗
す
る
た
め
、
I
C
B
M
の
開
発
を
急
い
だ
。

初
の
I
C
B
M
は
、53
年
か
ら
開
発
に
着
手
し
た
「
ア
ト
ラ
ス
」
で
、

59
年
に
配
備
を
始
め
た
。
射
程
は
1
万
4
0
0
0
㌔
も
あ
り
、
米
西

部
に
配
備
し
て
も
直
接
ソ
連
を
狙
え
た
。
さ
ら
に
62
年
に
は
「
タ
イ

タ
ン
Ⅰ
」
の
配
備
も
始
め
る
。
た
だ
、
ソ
連
の
初
代
I
C
B
M
で
あ

る
R
7
や
米
国
の
初
期
の
二
つ
の
I
C
B
M
は
、
い
ず
れ
も
液
体
酸

米国初のICBM「アトラス」＝オマハ郊外
の航空宇宙博物館で2003年、筆者撮影
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素
を
注
入
す
る
必
要
が
あ
り
、
命
令
が
出
て
か
ら
実
際
に
発
射
す
る

ま
で
時
間
が
か
か
る
欠
点
が
あ
っ
た
。

　

I
C
B
M
で
は
出
し
抜
か
れ
た
米
国
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領

は
、
ソ
連
よ
り
も
先
に
潜
水
艦
発
射
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
S
L
B
M
）

を
開
発
す
る
よ
う
軍
に
命
じ
た
。
軍
は
す
で
に
射
程
2
8
0
0
㌔
の

S
L
B
M
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
開
発
期
間
を
短
縮
す
る
た

め
距
離
を
犠
牲
に
し
た
。
初
の
S
L
B
M
「
ポ
ラ
リ
ス
（
北
極
星
）」

の
射
程
は
2
0
0
0
㌔
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

米
国
は
60
年
に
世
界
初
の
ポ
ラ
リ
ス
を
就
役
さ
せ
る
。
こ
れ
に
よ

り
I
C
B
M
、戦
略
爆
撃
を
含
め
た
「
核
の
三
本
柱
（
ト
ラ
イ
ア
ド
）」

が
完
成
し
た
。
ポ
ラ
リ
ス
16
基
を
搭
載
し
た
戦
略
原
潜「
ジ
ョ
ー
ジ
・

ワ
シ
ン
ト
ン
」
が
60
年
11
月
、
米
東
岸
の
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
海
軍
基

地
か
ら
北
大
西
洋
に
向
け
て
出
航
、
冷
戦
の
本
格
化
を
告
げ
た
。

　

S
L
B
M
を
載
せ
た
米
国
の
戦
略
原
潜
は
、
ソ
連
を
ミ
サ
イ
ル
射

程
圏
内
に
収
め
る
た
め
、
北
大
西
洋
や
地
中
海
に
ま
で
出
向
く
必
要

が
あ
っ
た
。
大
西
洋
を
往
復
す
る
時
間
を
省
き
、
乗
組
員
の
負
担
を

減
ら
す
た
め
、米
軍
は
英
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
西
岸
の
ホ
ー
リ
ー
・
ロ
ッ

ホ
、
ス
ペ
イ
ン
地
中
海
側
の
ロ
タ
に
原
潜
を
配
備
す
る
前
線
基
地
を

設
置
し
た
。

　

先
に
触
れ
た
米
国
に
よ
る
欧
州
諸
国
と
ト
ル
コ
へ
の
中
距
離
核
ミ

サ
イ
ル
配
備
は
、
欧
州
を
な
だ
め
る
た
め
の
緊
急
手
段
だ
っ
た
。
だ

が
、
ソ
連
か
ら
見
れ
ば
「
喉
元
に
刺
さ
っ
た
ト
ゲ
」
と
映
る
。
配
備

を
決
め
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
米
大
統
領
自
身
も
「
ソ
連
が
（
米
国
向

サイロに収まった米ICBM「タイタン」＝タイタンミサイル博物のウェブサイトから
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け
に
）
メ
キ
シ
コ
や
キ
ュ
ー
バ
に
核
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
す
る
の
と
同

じ
だ
」
と
、
挑
発
的
な
措
置
だ
と
認
識
し
て
い
た
。

　

大
胆
と
も
言
え
る
こ
の
ミ
サ
イ
ル
配
備
は
、
結
果
と
し
て
人
類
を

核
戦
争
の
瀬
戸
際
に
追
い
込
む
62
年
10
月
の
キ
ュ
ー
バ
・
ミ
サ
イ
ル

危
機
を
招
く
。

　

米
ソ
両
国
は
危
機
の
最
中
に
水
面
下
で
外
交
交
渉
を
続
け
た
。
米

国
は
、
ソ
連
が
キ
ュ
ー
バ
に
配
備
し
た
射
程
約
1
8
0
0
㌔
の
準
中

距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
「
R
12
」
と
、
射
程
約
4
0
0
0
㌔
の
中
距
離

弾
道
ミ
サ
イ
ル
「
R
14
」
を
撤
去
す
る
よ
う
求
め
た
。
ソ
連
側
は
、

米
国
が
キ
ュ
ー
バ
に
侵
攻
は
し
な
い
と
約
束
し
、
ト
ル
コ
配
備
中
の

ジ
ュ
ピ
タ
ー
を
撤
去
す
る
よ
う
強
く
求
め
た
。
米
ソ
双
方
と
も
こ
れ

ら
の
要
求
に
応
じ
た
た
め
危
機
は
去
っ
た
。

　

米
国
が
ジ
ュ
ピ
タ
ー
の
撤
去
に
応
じ
た
の
は
、
ポ
ラ
リ
ス
を
積
む

戦
略
原
潜
の
欧
州
配
備
を
60
年
以
後
に
始
め
た
こ
と
で
、
ジ
ュ
ピ

タ
ー
は
す
で
に
軍
事
的
役
割
を
終
え
て
い
た
た
め
だ
っ
た
。

オ
ー
バ
ー
キ
ル

　
「
ソ
連
の
人
口
の
5
分
1
～
4
分
の
1
を
失
わ
せ
、
工
業
力
の
2

分
の
1
か
ら
3
分
の
1
を
破
壊
す
れ
ば
、
長
期
間
、
大
国
の
仲
間
入

り
は
で
き
な
い
は
ず
だ
」。
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
10
年

を
経
た
67
年
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
国
防
長
官
は
、
こ
う
し
た
目
標
を
達
成

で
き
る
核
戦
力
を
保
持
す
べ
き
だ
と
説
い
た
。

　

当
時
の
ソ
連
の
人
口
の
約
4
分
の
1
と
工
業
生
産
設
備
の
5
割
は

ケネディ米大統領とマクナマラ国防長官。マクナマラ氏は、ケネディ氏逝去後も、ジョ
ンソン政権で国防長官を続けた。＝米国防総省提供
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1
0
0
都
市
に
集
中
し
て
い
た
。
長
官
の
指
示
に
従
え
ば
、
核
兵
器

の
数
は
1
0
0
発
で
十
分
に
足
り
る
。
た
だ
、
核
兵
器
の
修
理
や
保

全
、
2
割
と
見
込
ま
れ
る
故
障
、
ソ
連
が
配
備
す
る
弾
道
弾
迎
撃
ミ

サ
イ
ル
（
A
B
M
）
で
撃
墜
さ
れ
る
可
能
性
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
64

年
に
世
界
で
5
番
目
の
核
兵
器
国
と
な
っ
た
中
国
へ
の
備
え
を
考
え

る
必
要
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
含
め
て
保
守
的
に
見
積
も
っ
て
も
核

兵
器
は
4
0
0
発
も
あ
れ
ば
十
分
な
は
ず
だ
と
い
う
考
え
が
、
当
時

の
米
国
に
あ
っ
た
。
4
0
0
発
と
い
う
数
は
、
ソ
連
の
全
面
核
攻
撃

を
受
け
、
地
上
の
I
C
B
M
が
全
滅
す
る
よ
う
な
最
悪
の
事
態
に

陥
っ
た
場
合
で
も
、
戦
略
原
潜
3
隻
が
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
確
保
で
き
る
数
で
あ
る
。

　

だ
が
、
米
国
は
当
時
の
核
戦
力
は
、
必
要
量
を
は
る
か
に
上
回
っ

て
い
た
。
I
C
B
M
の
配
備
数
は
史
上
最
多
の
1
0
5
4
基
、
戦
略

原
潜
は
41
隻
も
あ
り
、
搭
載
し
て
い
る
S
L
B
M
の
数
は
6
5
6
基

に
上
っ
た
。
こ
れ
だ
け
で
も
必
要
量
の
4
倍
以
上
も
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
戦
略
爆
撃
機
に
載
せ
る
核
爆
弾
や
、
戦
場
で
使
う
戦
術

核
な
ど
も
合
わ
せ
る
と
、
米
国
が
保
有
す
る
核
兵
器
は
3
万

1
0
0
0
発
に
の
ぼ
っ
た
。
ソ
連
の
事
情
も
そ
れ
と
似
た
り
寄
っ
た

り
だ
っ
た
。

　

オ
ー
バ
ー
キ
ル
と
言
え
る
事
態
が
生
じ
た
理
由
を
解
き
明
か
す
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
レ
ー
ガ
ン
、
ブ
ッ
シ
ュ
（
父
）
政
権
時
代
に
米

国
防
総
省
で
勤
務
し
た
核
専
門
家
の
フ
ラ
ン
ク
・
ミ
ラ
ー
氏
の
体
験

談
だ
。
米
作
家
の
フ
レ
ッ
ド
・
カ
プ
ラ
ン
氏
の
「T

he Bom
b

」（
未

邦
訳
）
に
詳
し
い
。

　

同
書
に
よ
る
と
、
ミ
ラ
ー
氏
は
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
時
代
の
89
年
に
国

防
次
官
補
代
理
に
就
任
、
チ
ェ
イ
ニ
ー
国
防
長
官
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
種
類
（
威
力
）
の
核
兵
器
が
、
ど
こ
に
、
何
発
、
照
準
を
あ
わ
せ

て
い
る
の
か
、
全
容
を
解
明
し
ろ
と
命
じ
ら
れ
た
。

　

ミ
ラ
ー
氏
は
、
直
前
の
レ
ー
ガ
ン
政
権
で
も
核
戦
略
の
無
駄
を
あ

ぶ
り
出
し
、
解
決
法
を
編
み
出
し
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
の
米
国
の
政

策
は
、
控
え
め
な
計
画
で
も
有
事
の
際
に
は
2
0
0
0
発
の
核
兵
器

を
一
斉
に
ソ
連
に
撃
ち
込
む
計
画
だ
っ
た
。
ミ
ラ
ー
氏
ら
は
、
攻
撃

規
模
を
1
0
0
発
以
下
に
抑
え
、
ソ
連
と
の
交
渉
余
地
を
残
す
戦
略

へ
と
転
換
し
た
。

チェイニー元米国防長官。その後、ブッ
シュ（子）政権で副大統領を務めた。25
年11月、家族が死亡を発表した。84歳
だった＝米国防総省提供
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チ
ェ
イ
ニ
ー
氏
は
、
ミ
ラ
ー
氏
の
手
腕
を
高
く
買
い
、
さ
ら
に
踏

み
込
む
よ
う
命
じ
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
時
代
は
、
既
得
権
益
を
守
り

た
い
軍
の
徹
底
的
な
抵
抗
も
あ
り
、
ミ
ラ
ー
氏
は
核
兵
器
を
使
う
攻

撃
対
象
に
ま
で
は
切
り
込
め
な
か
っ
た
。
だ
が
、
今
回
は
、
国
防
長

官
の
命
令
を
「
錦
の
御
旗
」
に
、秘
密
の
領
域
に
踏
み
込
ん
で
い
く
。

　

ミ
ラ
ー
氏
は
89
年
12
月
、
部
下
と
と
も
に
米
中
西
部
ネ
ブ
ラ
ス
カ

州
オ
マ
ハ
に
飛
び
、
I
C
B
M
や
戦
略
爆
撃
機
の
運
用
を
一
手
に
受

け
持
つ
米
航
空
戦
略
司
令
部
（
S
A
C
）
本
部
に
乗
り
込
む
。
そ
こ

で
手
に
し
た
の
は
こ
れ
ま
で
門
外
不
出
と
さ
れ
た
「Blue Book

」。

分
厚
い
資
料
に
は
、
事
細
か
に
有
事
の
際
の
S
A
C
の
対
応
が
書
か

れ
て
い
た
。

　

最
初
に
気
に
留
ま
っ
た
の
は
、
シ
ベ
リ
ア
北
東
の
北
極
圏
に
置
く

テ
ィ
ク
シ
ー
空
軍
基
地
だ
っ
た
。
こ
の
基
地
は
有
事
の
際
、
米
国
空

爆
を
終
え
た
ソ
連
の
戦
略
爆
撃
機
が
立
ち
寄
る
た
め
整
備
さ
れ
た
。

極
寒
の
地
に
あ
り
冬
季
は
閉
鎖
さ
れ
る
が
、
米
軍
は
、
1
年
を
通
し

て
こ
の
基
地
の
半
径
5
マ
イ
ル
（
約
8
㌔
）
に
、
広
島
型
原
爆
の

1
0
0
倍
近
い
爆
発
威
力
を
持
つ
I
C
B
M
を
17
発
撃
ち
込
む
計
画

を
立
て
て
い
た
。
さ
ら
に
、
首
都
モ
ス
ク
ワ
に
は
目
を
疑
う
よ
う
な

数
の
核
兵
器
が
照
準
を
定
め
て
い
た
。
そ
れ
も
、
巨
大
な
破
壊
力
を

持
つ
メ
ガ
ト
ン
級
の
核
兵
器
だ
。
そ
の
数
は
6
8
9
発
に
及
ん
だ
。

　

報
告
を
受
け
た
チ
ェ
イ
ニ
ー
氏
は
、
軍
制
服
組
ト
ッ
プ
の
パ
ウ
エ

ル
統
合
参
謀
本
部
議
長
と
と
も
に
、
軍
担
当
者
を
呼
び
つ
け
、
直
接
、

質
問
を
浴
び
せ
る
機
会
を
設
け
た
。
当
時
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
ソ
連

の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
と
核
兵
器
の
大
幅
削
減
を
目
指
す
戦
略
核
兵

器
削
減
条
約
（
S
T
A
R
T
）
の
交
渉
中
で
、
合
意
し
た
場
合
の
影

響
を
尋
ね
た
。
す
る
と
、
担
当
将
校
は
「
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
答
え

た
。
標
的
を
見
つ
け
出
し
、
そ
れ
に
核
兵
器
を
割
り
振
る
の
が
私
た

ち
の
仕
事
、
対
ソ
攻
撃
の
全
体
像
を
見
る
の
は
範は
ん

疇ち
ゅ
うを
超
え
て
い
る

と
い
う
意
味
だ
っ
た
。
核
兵
器
が
無
秩
序
に
増
殖
を
続
け
て
き
た
か

ら
く
り
を
知
っ
た
チ
ェ
イ
ニ
ー
、
パ
ウ
エ
ル
両
氏
は
頭
を
抱
え
、
問

題
は
想
像
以
上
に
根
深
い
と
確
信
し
た
。

　

全
面
的
な
見
直
し
作
業
に
入
り
、
一
つ
の
攻
撃
目
標
に
は
一
発
の

核
ミ
サ
イ
ル
を
割
り
当
て
る
こ
と
を
基
本
に
据
え
た
。
戦
略
核
兵
器

の
数
は
、
現
状
の
約
1
万
2
0
0
0
発
の
半
分
に
あ
た
る
5
8
8
8

発
で
十
分
と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ
れ
た
。

　

冷
戦
が
終
結
し
、
時
代
に
あ
わ
せ
た
核
戦
略
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
う
考
え
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
以
後
、
大
幅
な
核
軍
縮
に
乗

り
出
す
。
91
年
7
月
の
S
T
A
R
T
に
続
き
、
大
統
領
退
任
直
前
の

93
年
1
月
3
日
に
は
S
T
A
R
T
2
に
署
名
し
た
。
こ
の
条
約
の
最

大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
複
数
の
核
弾
頭
を
積
む
タ
イ
プ
の
I
C
B
M
配

備
を
禁
止
す
る
点
に
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
条
約
署
名
後
、
米
露
の
関
係
が
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た
た
め
条

約
は
発
効
せ
ず
に
終
わ
っ
た
。
多
弾
頭
を
載
せ
る
I
C
B
M
の
廃
止

に
よ
り
大
規
模
な
核
軍
縮
を
進
め
、
新
た
な
時
代
を
築
き
た
い
と
い

う
夢
は
破
れ
た
。
冷
戦
を
支
え
た
核
戦
力
は
、
冷
戦
終
結
後
も
変
わ

ら
ず
に
残
り
続
け
た
。
ロ
シ
ア
は
現
在
も
10
発
の
弾
頭
を
積
む
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I
C
B
M
「
S
S
18
」
の
配
備
を
続
け
る
。

小
型
核
と
M
I
R
V

　

米
ソ
が
と
も
に
地
球
を
何
度
も
破
滅
に
至
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ほ

ど
の
「
オ
ー
バ
ー
キ
ル
」
に
至
っ
た
の
は
軍
の
硬
直
的
な
官
僚
主
義

が
主
因
だ
。
新
た
な
技
術
開
発
も
こ
れ
を
支
え
た
。
代
表
格
は
核
兵

器
の
小
型
化
と
、
1
発
の
ミ
サ
イ
ル
に
複
数
弾
頭
を
搭
載
す
る
技
術

だ
っ
た
。

　

米
ソ
両
国
は
新
型
の
核
兵
器
を
開
発
す
る
た
め
に
核
実
験
を
重
ね

た
。
そ
の
中
に
は
米
軍
が
54
年
3
月
に
南
太
平
洋
の
ビ
キ
ニ
環
礁
で

実
施
し
た
水
爆
実
験
で
日
本
の
マ
グ
ロ
漁
船
「
第
五
福
竜
丸
」
が
被

爆
、
1
人
が
死
亡
し
た
事
件
も
あ
っ
た
。

　

62
年
10
月
の
キ
ュ
ー
バ
危
機
を
き
っ
か
け
と
し
た
米
ソ
協
議
で
、

翌
63
年
に
英
国
を
含
め
た
3
カ
国
は
部
分
的
核
実
験
条
約
を
締
結

し
、地
下
核
実
験
以
外
の
核
実
験
を
停
止
し
た
。
こ
の
時
点
ま
で
に
、

米
国
は
2
1
5
回
、
ソ
連
は
2
1
9
回
、
英
国
は
21
回
の
地
上
核
実

験
を
実
施
し
て
い
た
。
こ
の
3
カ
国
は
、
そ
の
後
も
条
約
で
認
め
ら

れ
た
地
下
核
実
験
を
続
け
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
、
中
国
も
含
め
た
五
大
国
は
、
96
年
9
月
の
国
連
総
会

で
核
実
験
全
面
禁
止
条
約
（
C
T
B
T
）
が
採
択
さ
れ
る
ま
で
地
上
、

そ
し
て
地
下
で
核
実
験
を
続
け
た
。
核
実
験
の
総
数
は
、
米
国
が

1
0
3
0
回
、
次
い
で
、
ソ
連
（
ロ
シ
ア
）
の
7
1
5
回
、
フ
ラ
ン

ス
2
1
0
回
、
中
国
と
英
国
が
45
回
と
続
い
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
今
年
10
月
末
、
92
年
以
来
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

を
続
け
て
き
た
核
実
験
を
再
開
す
る
可
能
性
を
口
に
し
た
。
だ
が
、

多
く
の
米
国
専
門
家
は
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。

　

理
由
は
二
つ
。
米
国
が
核
実
験
を
再
開
す
れ
ば
、
中
国
や
ロ
シ
ア

な
ど
も
核
実
験
を
再
開
し
、
核
軍
拡
競
争
の
再
燃
を
招
く
可
能
性
が

高
い
点
。
二
つ
目
は
、
米
国
が
保
つ
優
位
性
を
損
な
う
愚
行
だ
と
い

う
主
張
だ
。
米
国
は
1
0
0
0
回
を
超
す
核
実
験
で
、
デ
ー
タ
量
だ

け
で
な
く
質
も
他
国
を
圧
倒
し
て
い
る
。
多
く
の
国
が
デ
ー
タ
転
送

に
銅
線
を
使
っ
た
の
と
は
違
い
、
米
国
は
最
先
端
の
光
フ
ァ
イ
ー
バ

を
使
う
こ
と
で
大
量
の
デ
ー
タ
を
集
め
た
。さ
ら
に
、そ
う
し
た
デ
ー

タ
を
世
界
最
速
の
ス
パ
コ
ン
で
分
析
し
た
。
い
ま
核
実
験
を
再
開
す

れ
ば
、
急
速
に
技
術
革
新
を
進
め
た
中
国
が
米
国
と
の
差
を
一
気
に

つ
め
る
こ
と
が
で
き
、
せ
っ
か
く
の
米
国
の
優
位
性
が
失
わ
れ
て
し

ま
う
。

　

話
を
過
去
に
戻
そ
う
。
核
実
験
を
重
ね
た
結
果
、
当
初
の
原
爆
だ

け
で
な
く
水
爆
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
核
爆
弾
が
開
発
さ
れ
た
。

中
で
も
米
国
が
51
年
に
実
験
を
始
め
た
ブ
ー
ス
ト
型
核
爆
弾
は
効
率

が
高
く
、
小
型
な
が
ら
威
力
が
大
き
い
核
兵
器
と
な
る
。
以
後
、
こ

の
形
式
の
爆
弾
が
国
際
標
準
と
な
っ
た
。

　

二
つ
目
の
技
術
革
新
は
ミ
サ
イ
ル
の
多
弾
頭
化
だ
っ
た
。
1
発
の

ミ
サ
イ
ル
に
複
数
の
核
爆
弾
を
載
せ
始
め
た
の
は
64
年
の
こ
と
だ
。

最
初
は
、
複
数
再
突
入
体
（M

ultiple R
e-entry V

ehicle

、

M
R
V
）
と
呼
ば
れ
た
。
再
突
入
と
い
う
言
葉
を
使
う
の
は
、
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I
C
B
M
や
S
L
B
M
の
軌
道
に
由
来
す
る
。
ミ
サ
イ
ル
は
打
ち
上

げ
後
に
い
っ
た
ん
宇
宙
空
間
に
入
っ
た
後
、
再
び
大
気
圏
に
「
再
突

入
」
す
る
。

　

米
軍
は
初
の
M
R
V
ミ
サ
イ
ル
「
ポ
ラ
リ
ス
A
3
」
S
L
B
M
に

3
弾
頭
を
載
せ
た
。
前
身
の
「
ポ
ラ
リ
ス
A
2
」
は
5
0
0
㌔
㌧
の

核
爆
弾
1
発
だ
っ
た
が
、「
A
3
」
は
3
発
も
載
せ
る
た
め
一
つ
の

核
爆
弾
の
威
力
を
2
0
0
㌔
㌧
に
落
と
し
、
標
的
周
辺
の
被
害
を
最

小
限
化
し
よ
う
と
し
た
。

　

ポ
ラ
リ
ス
A
3
は
弾
頭
を
個
別
に
誘
導
す
る
仕
掛
け
が
な
い
た

め
、
い
ず
れ
も
同
じ
標
的
に
弾
着
し
た
。
迎
え
撃
つ
ソ
連
の
防
空
網

を
か
く
乱
さ
せ
、
撃
ち
漏
ら
す
確
率
を
高
め
る
こ
と
を
狙
っ
た
。
ま

た
、
重
要
な
標
的
を
攻
撃
す
る
際
は
、
3
発
の
ミ
サ
イ
ル
を
別
々
に

撃
ち
込
む
よ
り
命
中
率
が
高
く
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。

　

M
R
V
の
技
術
は
、
ほ
ど
な
く
し
て
複
数
個
別
誘
導
再
突
入
体

（
M
I
R
V
）
へ
と
発
展
す
る
。
M
R
V
に
追
加
さ
れ
た
「
I
」
と

い
う
文
字
はindependently-targetable

の
略
で
、
日
本
語
で
は

「
個
別
誘
導
」
と
な
る
。
複
数
弾
頭
を
載
せ
る
点
は
M
R
V
と
同
じ

だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
弾
頭
を
個
別
誘
導
で
き
る
点
が
大
き
く
違
う
。

　

M
I
R
V
の
原
理
は
乗
り
合
い
バ
ス
に
も
例
え
ら
れ
て
い
る
。
同

じ
バ
ス
に
乗
る
も
の
の
行
き
先
が
違
う
「
乗
客
（
弾
頭
）」
が
異
な

る
停
留
所
で
降
り
て
い
く
た
め
だ
。
核
弾
頭
は
30
秒
か
ら
1
分
間
隔

で
バ
ス
か
ら
「
下
車
」
し
、
最
初
の
標
的
よ
り
最
大
1
5
0
㌔
離
れ

た
他
の
標
的
へ
の
攻
撃
が
可
能
と
な
っ
た
。

小型化した核兵器の開発により、複数の核弾頭を一つのミサイルに載せるMIRVが導
入されていった。＝米国立ローレンスリバモア研究所のウェブサイトから
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M
I
R
V
の
技
術
は
、
62
年
に
米
航
空
宇
宙
局
（
N
A
S
A
）
が

開
発
し
た
。
N
A
S
A
は
衛
星
ご
と
に
P
B
V
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な

推
進
ロ
ケ
ッ
ト
を
つ
け
、
衛
星
を
別
々
の
軌
道
に
投
入
し
始
め
た
。

1
基
の
ロ
ケ
ッ
ト
に
複
数
の
衛
星
を
積
み
宇
宙
空
間
に
放
出
で
き
れ

ば
、
高
額
な
ロ
ケ
ッ
ト
費
用
が
節
約
で
き
る
。

　

核
兵
器
開
発
を
手
が
け
る
米
国
立
ロ
ー
レ
ン
ス
リ
バ
モ
ア
研
究
所

が
こ
れ
を
核
ミ
サ
イ
ル
に
適
用
し
、
各
核
弾
頭
に
小
型
推
進
ロ
ケ
ッ

ト
を
装
着
し
た
。
M
I
R
V
は
限
定
さ
れ
た
数
の
ミ
サ
イ
ル
で
も
、

よ
り
多
く
の
目
標
を
攻
撃
で
き
る
核
ミ
サ
イ
ル
と
な
っ
た
。

　

米
国
は
70
年
か
ら
M
I
R
V
の
配
備
を
始
め
た
。
手
始
め
に

I
C
B
M
「
ミ
ニ
ッ
ト
マ
ン
Ⅲ
」
に
3
弾
頭
を
搭
せ
、
翌
71
年
に
は

最
大
14
弾
頭
が
載
る
S
L
B
M
を
ポ
セ
イ
ド
ン
級
戦
略
原
潜
に
配
備

し
た
。
現
在
の
オ
ハ
イ
オ
級
戦
略
原
潜
に
は
最
大
14
弾
頭
の
「
ト
ラ

イ
デ
ン
ト
Ⅱ
」
S
L
B
M
を
載
せ
る
。

　

当
然
、
ソ
連
も
対
抗
し
た
。
米
国
か
ら
4
年
遅
れ
と
な
る
74
年
、

核
弾
頭
6
発
を
搭
載
し
た
初
の
M
I
R
V
型
の
S
S
19
を
配
備
す

る
。
翌
75
年
に
は
4
弾
頭
の
S
S
17
、さ
ら
に
10
弾
頭
の
S
S
18（
サ

タ
ー
ン
）
の
配
備
が
始
ま
っ
た
。

　

M
I
R
V
の
導
入
を
承
認
し
た
の
は
、
皮
肉
に
も
キ
ュ
ー
バ
危
機

を
体
験
し
た
マ
ク
ナ
マ
ラ
米
国
防
長
官
だ
っ
た
。
彼
は
核
軍
拡
に
慎

重
な
姿
勢
を
堅
持
し
、
61
年
に
軍
が
要
求
し
た
2
3
0
0
基
の

I
C
B
M
導
入
を
却
下
し
、
I
C
B
M
の
上
限
を
1
0
0
0
基
と
定

め
た
人
物
だ
。

　

だ
が
、激
化
す
る
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
対
応
に
気
を
と
ら
れ
た
の
か
、

68
年
に
M
I
R
V
導
入
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し
て
し
ま
う
。
米
空
軍

は
核
弾
頭
3
発
を
載
せ
る
ミ
ニ
ッ
ト
マ
ン
Ⅲ
を
5
5
0
基
（
核
弾
頭

1
6
5
0
発
）、
単
独
弾
頭
の
ミ
ニ
ッ
ト
マ
ン
Ⅱ
を
4
5
0
基
（
同

4
5
0
発
）
を
提
案
し
た
。
合
計
1
0
0
0
基
と
い
う
上
限
を
「
形

式
的
」
に
は
守
り
な
が
ら
、
核
弾
頭
の
数
を
一
気
に
倍
以
上
の

2
1
0
0
発
に
引
き
上
げ
た
。

　

マ
ク
ナ
マ
ラ
氏
が
定
め
た
I
C
B
M
の
1
0
0
0
基
と
い
う
上
限

MIRVは30秒～ 1分置きに弾頭を切り離し、異なる場
所への同時攻撃が可能になる＝米国立ローレンスリバ
モア研究所のウェブサイトから
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は
冷
戦
終
結
ま
で
続
い
た
。
91
年
7
月
末
時
点
に
米
が
配
備
し
て
い

た
I
C
B
M
は
、
単
弾
頭
の
ミ
ニ
ッ
ト
マ
ン
Ⅱ
と
3
弾
頭
の
ミ
ニ
ッ

ト
マ
ン
Ⅲ
、
そ
し
て
、
10
弾
頭
を
載
せ
る
ピ
ー
ス
キ
ー
パ
ー
（
M
X
）

の
３
種
類
が
あ
り
、
計
1
0
0
0
基
だ
っ
た
。
た
だ
、
M
I
R
V
化

し
た
I
C
B
M
が
2
種
類
あ
る
た
め
、
核
弾
頭
の
数
は
2
4
5
0
発

に
の
ぼ
っ
た
。

　

60
年
代
半
ば
以
後
、米
ソ
の
核
軍
拡
競
争
が
加
速
し
た
背
景
に
は
、

キ
ュ
ー
バ
危
機
を
体
験
し
た
米
ソ
両
国
の
指
導
者
が
と
も
に
そ
の
地

位
か
ら
去
っ
た
影
響
も
大
き
い
。
ケ
ネ
デ
ィ
米
大
統
領
は
63
年
11
年

に
暗
殺
さ
れ
、
ソ
連
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
首
相
も
64
年
10
月
に
失
脚
し

た
。
後
任
の
ブ
レ
ジ
ネ
フ
共
産
党
書
記
長
は
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
で
の

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
氏
の
対
応
を
「
弱
腰
だ
」
と
批
判
す
る
な
ど
、
強
硬

派
で
鳴
ら
し
て
い
た
。

精
度
革
命

　

米
ソ
に
よ
る
と
め
ど
も
な
い
核
軍
拡
競
争
が
続
く
中
、
技
術
の
進

歩
で
核
ミ
サ
イ
ル
の
精
度
向
上
も
同
時
に
進
ん
だ
。
命
中
精
度
を
2

倍
に
高
め
れ
ば
、
爆
弾
の
威
力
を
8
倍
に
し
た
の
と
同
じ
効
果
が
あ

る
。
逆
に
言
え
ば
、
命
中
誤
差
を
半
分
に
す
る
と
、
8
分
の
1
の
爆

発
力
で
も
同
様
の
破
壊
効
果
を
持
つ
。

　

精
度
向
上
革
命
は
3
段
階
で
起
き
た
。
一
つ
目
は
、
米
国
が
69
年

に
開
発
に
成
功
し
た
天
体
慣
性
誘
導
（
S
I
G
）
技
術
だ
。
ミ
サ
イ

ル
が
宇
宙
空
間
に
出
る
と
、
星
や
人
工
衛
星
を
読
み
取
り
、
そ
の
情

報
を
も
と
に
エ
ン
ジ
ン
出
力
を
調
整
し
て
精
度
を
上
げ
た
。

　

二
つ
目
は
、
米
国
が
78
年
か
ら
打
ち
上
げ
始
め
た
ナ
ブ
ス
タ
ー

（
G
P
S
）
衛
星
だ
。
カ
ー
ナ
ビ
や
ス
マ
ホ
の
地
図
情
報
、
金
融
決

済
な
ど
、
現
在
で
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
G
P
S
だ
が
、

冷
戦
中
は
軍
だ
け
が
使
え
る
衛
星
だ
っ
た
。

　

固
定
式
の
地
上
サ
イ
ロ
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
I
C
B
M
と
違

い
、
移
動
を
続
け
る
潜
水
艦
や
移
動
式
I
C
B
M
は
正
確
な
自
分
の

位
置
を
つ
か
む
こ
と
が
難
し
い
。
こ
れ
が
、
ミ
サ
イ
ル
精
度
の
低
下

を
招
く
主
原
因
だ
っ
た
。
ミ
サ
イ
ル
の
的
中
率
は
平
均
誤
差
半
径

（
C
E
P
）
で
表
現
さ
れ
る
。
50
％
の
ミ
サ
イ
ル
が
弾
着
す
る
半
径

の
平
均
を
示
す
も
の
で
、
数
字
が
小
さ
い
ほ
ど
精
度
が
高
い
こ
と
を

意
味
す
る
。
最
も
C
E
P
が
小
さ
い
の
は
爆
撃
機
、
次
い
で

I
C
B
M
、
三
番
目
が
S
L
B
M
と
い
う
時
代
が
長
く
続
い
た
。

　

例
え
ば
、
初
代
の
ポ
ラ
リ
ス
S
L
B
M
は
C
E
P
が
1
8
0
0
㍍

と
2
㌔
近
か
っ
た
。
東
京
・
銀
座
を
狙
っ
た
は
ず
の
ミ
サ
イ
ル
が
日

本
橋
に
命
中
す
る
距
離
感
だ
。
都
市
攻
撃
な
ら
、
命
中
精
度
は
あ
ま

り
問
題
と
な
ら
な
い
が
、「
硬
化
目
標
」
と
呼
ば
れ
る
頑
丈
な
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
サ
イ
ロ
に
収
め
ら
れ
た
I
C
B
M
へ
の
攻
撃
の
際
は
こ

れ
が
最
重
要
と
な
る
。
核
戦
争
は
相
手
の
戦
力
、
つ
ま
り
相
手
の
サ

イ
ロ
を
先
に
た
た
け
ば
勝
利
に
近
づ
く
の
だ
が
、
精
度
が
悪
い
ミ
サ

イ
ル
は
必
殺
兵
器
に
は
な
れ
な
い
。

　

こ
の
結
果
、
先
制
攻
撃
（
カ
ウ
ン
タ
ー
フ
ォ
ー
ス
）
に
は
C
E
P

の
良
い
I
C
B
M
、
都
市
攻
撃
（
カ
ウ
ン
タ
ー
バ
リ
ュ
ー
）
に
は
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S
L
B
M
を
割
り
当
て
る
役
割
分
担
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。
だ
が

「
精
度
革
命
」
に
よ
り
、
状
況
は
劇
的
に
変
わ
る
。

　

精
度
向
上
を
決
定
づ
け
た
の
は
、90
年
か
ら
導
入
が
始
ま
っ
た「
補

正
型
信
管
」
だ
っ
た
。
ミ
サ
イ
ル
の
飛
行
高
度
情
報
を
も
と
に
、
核

爆
弾
を
爆
発
さ
せ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
微
修
正
す
る
機
能
を
備
え
る
。

ミ
サ
イ
ル
が
標
的
を
飛
び
越
え
て
し
ま
う
場
合
は
、
設
定
高
度
よ
り

高
い
高
度
で
爆
発
さ
せ
、
逆
に
届
き
そ
う
も
な
い
場
合
は
、
爆
発
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
地
表
か
ら
ぎ
り
ぎ
り
の
高
度
に
ま
で
下
げ
る
こ
と
で

標
的
の
破
壊
を
図
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

90
年
に
「
ト
ラ
イ
ン
デ
ン
ト
Ⅱ
」
S
L
B
M
へ
の
搭
載
が
始
ま
り
、

21
世
紀
に
入
る
と
「
ミ
ニ
ッ
ト
マ
ン
Ⅲ
」
I
C
B
M
へ
の
整
備
も
始

ま
っ
た
。
S
L
B
M
の
C
E
P
は
90
㍍
と
飛
躍
的
に
高
ま
り
、

I
C
B
M
の
約
1
0
0
㍍
と
逆
転
す
る
現
象
が
起
き
た
。
さ
ら
に
、

ト
ラ
イ
デ
ン
ト
Ⅱ
の
飛
距
離
は
1
万
㌔
を
超
え
、
距
離
の
点
で
も

S
L
B
M
は
I
C
B
M
と
互
角
に
な
っ
た
。

　

た
だ
補
正
型
信
管
は
、
あ
く
ま
で
「
補
正
」
す
る
能
力
を
持
つ
だ

け
で
、
発
射
前
に
設
定
し
た
標
的
の
変
更
は
で
き
な
い
。
飛
行
中
の

ミ
サ
イ
ル
は
敵
の
電
波
妨
害
や
乗
っ
取
り
を
防
ぐ
た
め
通
信
を
遮
断

し
て
お
り
、
司
令
部
が
標
的
変
更
コ
マ
ン
ド
を
送
ろ
う
と
も
ミ
サ
イ

ル
に
は
届
か
な
い
仕
組
み
だ
。

　

一
連
の
精
度
革
命
は
、
核
攻
撃
の
効
果
に
も
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
し
た
。「
革
命
前
」の
85
年
と「
革
命
後
」の
17
年
を
比
較
す
る
と
、

I
C
B
M
を
サ
イ
ロ
な
ど
「
硬
化
目
標
」
を
攻
撃
し
た
場
合
の
的
中

率
は
54
％
か
ら
74
％
に
向
上
し
た
。
S
L
B
M
は
9
％
か
ら
80
％
に

急
上
昇
し
た
。
米
軍
は
故
障
な
ど
を
前
提
に
、
的
中
率
の
最
大
値
を

80
％
と
定
め
て
お
り
、
80
％
達
成
は
「
全
的
中
」
と
言
え
る
。

I
C
B
M
の
サ
イ
ロ
な
ど
硬
化
目
標
へ
の
攻
撃
も
可
能
と
な
っ
た
。

黄
昏
の
I
C
B
M

　

S
L
B
M
の
飛
躍
的
な
命
中
率
向
上
は
、
東
西
冷
戦
の
終
結
時
期

の
時
期
と
も
重
な
っ
た
。
核
兵
器
の
削
減
を
求
め
る
世
論
が
高
ま
る

中
、
矢
面
に
立
っ
た
の
は
I
C
B
M
だ
っ
た
。

　

I
C
B
M
不
要
論
を
最
初
に
打
ち
出
し
た
の
は
、
93
年
に
発
足
し

た
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
だ
っ
た
。
冷
戦
終
結
後
の
新
し
い
時
代
の
核
態

勢
を
ど
う
す
る
か
。
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
米
国
防
総
省
に
核
態
勢

の
見
直
し
（
N
P
R
）
作
業
を
命
じ
た
。
作
業
部
会
の
ト
ッ
プ
は
、

オ
バ
マ
政
権
2
期
目
で
国
防
長
官
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
ア
ッ

シ
ュ
・
カ
ー
タ
ー
国
防
次
官
補
が
務
め
た
。

　

彼
は
、
I
C
B
M
の
全
廃
、
戦
略
爆
撃
の
大
幅
削
減
な
ど
を
盛
り

込
む
意
欲
的
な
草
案
を
作
成
す
る
。
ま
さ
に
驚
天
動
地
の
内
容
に
軍

部
は
猛
烈
に
反
発
す
る
。
ド
イ
ッ
チ
ェ
国
防
副
長
官
に
至
っ
て
は
、

N
P
R
の
草
案
説
明
を
わ
ず
か
数
分
で
打
ち
切
り
、
用
意
さ
れ
て
い

た
ス
ラ
イ
ド
を
す
べ
て
廃
棄
処
分
と
す
る
よ
う
命
じ
た
。
I
C
B
M

全
廃
論
は
一
瞬
に
し
て
幻
と
な
っ
た
。

　

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
で
国
防
長
官
を
務
め
た
ペ
リ
ー
元
長
官
や
、

カ
ー
ト
ラ
イ
ト
元
統
合
参
謀
本
部
副
議
長
ら
も
I
C
B
M
廃
止
論
者
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と
し
て
知
ら
れ
る
。
ペ
リ
ー
氏
は
、
I
C
B
M
は
間
違
っ
た
情
報
を

も
と
に
発
射
さ
れ
る
寸
前
に
追
い
込
ま
れ
た
事
案
が
米
国
で
過
去
に

5
回
あ
っ
た
と
重
ね
て
強
調
し
て
い
る
。

　

同
様
の
事
案
は
ソ
連
で
も
83
年
9
月
26
日
に
あ
っ
た
。
早
期
警
戒

衛
星
が
「
米
I
C
B
M
5
基
が
ソ
連
に
向
か
っ
て
飛
行
中
」
と
警
報

を
発
し
た
。
そ
の
約
3
週
前
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
ソ
ウ
ル
に

向
か
う
大
韓
航
空
0
0
7
便
が
サ
ハ
リ
ン
沖
で
撃
墜
さ
れ
、
乗
客
乗

員
2
6
9
人
が
全
員
死
亡
す
る
事
件
が
あ
り
、
米
ソ
の
緊
張
が
極
度

に
高
ま
っ
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。

　

だ
が
、
当
直
の
ペ
ト
ロ
フ
空
軍
中
佐
は
「
こ
れ
は
誤
通
報
だ
」
と

判
断
し
、
米
国
へ
の
報
復
攻
撃
を
上
司
に
進
言
し
な
か
っ
た
。
そ
の

理
由
は
「
米
国
が
わ
ず
か
5
発
の
I
C
B
M
で
先
制
攻
撃
に
踏
み
切

る
の
は
お
か
し
い
」
と
い
う
点
。
そ
し
て
「
ソ
連
国
内
の
地
上
レ
ー

ダ
ー
が
ど
れ
一
つ
と
し
て
、
飛
来
中
の
I
C
B
M
を
探
知
し
て
い
な

い
」
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
早
期
警
戒
衛
星
が
太
陽
光
が
雲
に

乱
反
射
し
た
も
の
を
I
C
B
M
と
誤
認
し
た
こ
と
が
原
因
と
判
明
す

る
。
中
佐
は
「
世
界
を
救
っ
た
人
」
と
の
評
価
を
得
た
。

　

I
C
B
M
（
S
L
B
M
も
だ
が
）
は
、
状
況
次
第
で
基
地
に
引
き

返
せ
る
戦
略
爆
撃
機
と
違
い
、
い
っ
た
ん
発
射
す
れ
ば
標
的
に
向

か
っ
て
飛
び
続
け
る
。
誤
っ
た
情
報
に
基
づ
く
発
射
だ
っ
た
と
わ

か
っ
た
後
も
、
針
路
を
変
え
て
海
に
落
と
し
た
り
、
自
爆
さ
せ
た
り

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
飛
行
中
は
通
信
を
遮
断
し
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
、「
自
爆
装
置
が
機
能
せ
ず
、
敵
の
手
に
渡
っ
て
悪
用
さ
れ

る
こ
と
を
防
ぐ
文
化
が
軍
に
は
あ
り
、自
爆
装
置
は
備
え
て
い
な
い
」

と
軍
事
専
門
家
は
解
説
す
る
。

　

I
C
B
M
は
発
射
か
ら
わ
ず
か
30
分
で
米
国
や
ソ
連
に
届
く
。
発

射
直
後
か
ら
ミ
サ
イ
ル
の
動
向
を
把
握
し
た
米
ソ
両
国
は
、
ま
ず
は

ミ
サ
イ
ル
を
撃
墜
す
る
態
勢
を
整
え
つ
つ
、
反
撃
手
法
の
検
討
を
続

け
る
。
切
羽
詰
ま
っ
た
状
態
で
冷
静
な
判
断
を
下
せ
る
と
は
限
ら
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
類
滅
亡
の
引
き
金
を
ひ
き
か
ね
な
い

I
C
B
M
を
廃
止
せ
よ
と
い
う
の
が
、
ペ
リ
ー
氏
ら
の
主
張
だ
。

　

オ
バ
マ
米
大
統
領
が
就
任
直
後
の
09
年
4
月
、
プ
ラ
ハ
で
の
演
説

で
「
核
兵
器
な
き
世
界
の
実
現
」
を
訴
え
、
I
C
B
M
不
要
論
は
加

速
す
る
。
米
国
の
識
者
ら
で
構
成
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ゼ
ロ
」
は

こ
の
年
に
出
し
た
提
言
で
、
10
年
以
内
の
核
全
廃
を
打
ち
出
す
と
と

も
に
、
ま
ず
は
I
C
B
M
を
と
訴
え
た
。

　

オ
バ
マ
政
権
最
後
の
年
の
16
年
夏
に
も
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
国

家
安
全
保
障
委
員
会
（
N
S
C
）
の
会
合
で
、
I
C
B
M
を
め
ぐ
る

議
論
が
あ
っ
た
。
70
年
に
配
備
が
始
ま
り
老
朽
化
が
進
む
「
ミ
ニ
ッ

ト
マ
ン
Ⅲ
」
I
C
B
M
の
更
新
手
法
を
め
ぐ
り
、
N
S
C
の
軍
備
管

理
担
当
ト
ッ
プ
の
ウ
ォ
ル
フ
ス
タ
ー
ル
氏
が
、
新
規
I
C
B
M
の
購

入
時
期
を
遅
ら
せ
、
そ
の
代
わ
り
に
戦
略
原
潜
に
積
む
S
L
B
M
の

核
弾
頭
数
を
増
や
そ
う
と
提
案
し
た
。
精
度
向
上
に
よ
り
い
ま
や

S
L
B
M
は
I
C
B
M
を
し
の
ぐ
能
力
を
保
持
し
て
お
り
、
十
分
に

役
目
を
果
た
せ
る
と
い
う
主
張
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
会
議
に
出
席
し
て
い
た
カ
ー
タ
ー
国
防
長
官
と
軍
部
は
猛
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烈
に
反
対
す
る
。
先
に

も
触
れ
た
よ
う
に
、

カ
ー
タ
ー
氏
は
20
年
以

上
前
に
I
C
B
M
全
廃

を
提
言
し
た
人
物
だ

が
、
ど
う
や
ら
心
変
わ

り
し
た
ら
し
い
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が

就
任
し
た
17
年
に
も
似

た
よ
う
な
話
が
あ
っ

た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
マ

テ
ィ
ス
国
防
長
官
に
、

新
た
な
核
態
勢
の
見
直

し
（
N
P
R
）
の
作
成

を
命
じ
る
。
マ
テ
ィ
ス

氏
は
退
役
海
兵
隊
大
将

だ
が
、
核
の
世
界
に
は

疎
い
こ
と
も
あ
り
、
ペ

リ
ー
氏
に
頻
繁
に
電
話

を
入
れ
て
指
導
を
仰
い

だ
。

　

ペ
リ
ー
氏
は
、4
0
0

基
の
I
C
B
M
を
数
十

基
に
ま
で
減
ら
す
べ
き
だ
と
伝
え
た
。
だ
が
、
時
を
追
う
ご
と
に
マ

テ
ィ
ス
氏
か
ら
の
電
話
が
減
っ
て
い
く
。
翌
年
公
表
さ
れ
た
N
P
R

は
、I
C
B
M
削
減
に
一
切
触
れ
な
か
っ
た
。
ペ
リ
ー
氏
は
、マ
テ
ィ

ス
氏
が「
ダ
ー
ク
サ
イ
ド
に
取
り
込
ま
れ
た
。
す
っ
か
り
、核
マ
フ
ィ

ア
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
嘆
い
た
と
さ
れ
る
。

　

米
国
に
は
I
C
B
M
廃
止
論
が
浮
上
す
る
た
び
に
立
ち
向
か
う

「
I
C
B
M
議
連
」
も
あ
る
。
米
軍
が
I
C
B
M
の
発
射
基
地
を
置

く
中
西
部
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
、
モ
ン
タ
ナ
州
、
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
、

ユ
タ
州
な
ど
か
ら
選
出
さ
れ
た
超
党
派
の
上
下
院
議
員
た
ち
で
構
成

す
る
圧
力
団
体
だ
。

　

＊
＊

　

冷
戦
終
結
を
受
け
て
、
I
C
B
M
へ
の
風
当
た
り
は
強
ま
る
一
方

に
な
っ
た
。
多
く
の
専
門
家
は
、
I
C
B
M
は
い
ず
れ
は
役
割
を
終

え
、
S
L
B
M
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
時
代
が
来
る
と
考
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
本
編
で
も
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、
人
工
知

能
（
A
I
）
や
量
子
科
学
な
ど
の
新
興
技
術
の
進
展
で
、
海
が
「
透

明
」
に
な
る
時
代
が
到
来
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
、
再
び

I
C
B
M
に
注
目
が
集
ま
り
始
め
て
い
る
。
次
回
は
、
I
C
B
M
の

可
能
性
を
探
り
た
い
。
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